
















　　　妹はえっちな妹ゲームがしたい







「お兄ちゃん、今日はこれで遊びましょう」

「ああ、それって、雪季がこの前ワゴンで買ってたヤツか」

　高一の桜羽春太と、中三の桜羽雪季。

　兄妹仲は大変によく、兄は妹を可愛がり、妹は兄によく懐いている。

　今日も、春太が学校から帰ってくると先に帰宅していた雪季が遊びの誘いをかけてきた。

　兄妹は二人揃って重度のゲーマーで、放課後はたいていゲーム機の前にいる。

「えーと、〝シスブラ〟か……聞いたことないな」

　春太は雪季が持っていたゲームのパッケージを手に取って眺める。

　数人の制服姿の美少女が様々なポーズを決めている、ベタな構図だ。

　どうやらロープライスのお手軽ゲーらしい。

「ＦＰＳみたいですよ。協力プレイもできるみたいですから、やってみましょう」

「そうだな」

　桜羽兄妹は、普段はガチめのＦＰＳをメインの戦場にしている。

　たまにはゆるいゲームで気晴らしするのもいいだろう。

　春太は雪季と並んで座り、コントローラーを構えた。

「ふーん、おもちゃみたいな銃だな」

　一人称視点のゲームなので、銃を構えた手元が表示されている。

　一発撃ってみると、キラキラ光るポップな弾が発射された。ガチからはほど遠そうだ。

「わ、お兄ちゃん、さっそく敵来ましたよ！　撃ってください！」

「オッケー！　俺は左、雪季は右を頼む！」

「らじゃ、です！」

　舞台はどこかの学校で、数人の美少女キャラが襲いかかってくる。

　彼女たちの手には、おもちゃっぽい銃やハンマーが握られている。

「敵は女の子キャラか。まあ、ありがちだな」

「えーと、『妹しかいない異世界学園に転生した主人公が、襲い来る妹からブラジャーを奪うゲーム』だそうです」

「なんだ、その狂気の世界!?」

　襲ってきている美少女キャラは、全員妹らしい。意味不明すぎる。

「倒したあと、遺体が残ってるキャラからブラジャーを剥ぎ取れるみたいですよ」

「遺体って言うなよ……マニュアルにそう書いてるとしても！」

　とはいえ、基本は春太にも雪季にも馴染みの深い撃ち合いのゲームだ。

「──って、今度は一気に来た！　多いだろ！」

　処理落ちして画面がカクつくほどの、妹の大群が襲いかかってくる。

　素早くヘッドショットを決めていっても、さばききれない。

「お兄ちゃん！　妹の脚を狙い撃ってください！」

「妹の脚を狙い撃ち」

　なんて最悪のワードだろうか。

　だが、春太が雪季に言われるままに妹の脚を数発撃つと、その妹はどてっと転倒した。

　一瞬、スカートの中身が見えたが──スパッツかショートパンツだろう。

　色はピンク色だったが、見せパンだろう。

「おおっ？　体力アップ、移動速度アップって表示されたぞ？」

「はい、妹を転ばせてスカートの中を覗くと、能力上昇バフがかかるんです」

「マジでイカレてんな……うおっ、いつの間にか後ろに！」

　画面に警戒マークが出て振り向くと、すぐ背後に妹が迫っていた。

「お兄ちゃん、右スティック押し込みで近接攻撃です！」

「おお！」

「おっぱいタッチが発動して、妹を昇天させます！　同時に、銃弾の威力アップ、装弾数増加のバフがかかりますよ！」

「おお!?　イカレた設定を盛り込まないと気が済まないのか、このスタッフ！」

　春太の近接攻撃おっぱいタッチをくらった妹は「あ～んっ♡」と甘い声を上げて、消滅していく。

「あっ、遺体が残ってる敵がいますよ。お兄ちゃんに譲ります、ブラを剥ぎ取ってください」

「地獄かよ」

　春太がプレイするキャラは倒れている妹に近づくと、ボタン長押しで妹の胸に手を押し込み、ブラジャーを剥ぎ取った。

　映像技術の発達のおかげで、白とピンクの縞模様まで表現されている。

　変な気分になりつつ、春太は次々と敵を倒していく。

「まあ、ゆるいっつーか大味なゲームだな」

「お兄ちゃんに群がる悪い妹たちを成敗するのは爽快ですね♡」

　雪季は、そういう視点でプレイしていたらしい。

　とはいえ、春太は雪季が楽しく遊んでいればイカレたゲームだろうが、なんでもいい。

　ゲーマー兄妹は、二人でいればどんなゲームでも楽しめてしまう。

　こんなに幸福なことは、他にないだろう──
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